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(57)【要約】
【課題】屋内電気器具用プログラミング・システムおよ
びプログラム可能な屋内電気器具の組立ラインをプログ
ラミングする方法、特に送信ユニットと屋内電気器具内
に組み込まれた処理ユニット内に存在するリプログラム
可能なプロセッサとの間で、物理的接続無しで、プログ
ラミングを実行するシステムを提供する。
【解決手段】遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）と
、屋内電気器具（ＥN）に組み込まれた処理ユニット（
ＵＰ）内に存在するリプログラム可能なプロセッサ（Ｐ
Ｒ）と、を具備し、遠隔プログラミング・ユニット（Ｕ
Ｒ）には、データ送信装置（ＴUR）が設けられ、処理ユ
ニット（ＵＰ）は、データ受信装置（ＲUP）が設けられ
たリプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）を含み、デー
タ送信装置とデータ受信装置（ＴUR、ＲUP）とは磁界上
にベースを置いている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）と、
　リプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）を含む屋内電気器具（ＥN）に組み込まれた処
理ユニット（ＵＰ）と、を具備し、
　前記遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）にはデータ送信装置（ＴUR）が供給され、
前記処理ユニット（ＵＰ）は、データ受信装置（ＲUP）が供給された前記リプログラム可
能なプロセッサ（ＰＲ）を含み、
　前記データ送信装置（ＴUR）および前記データ受信装置（ＲUP）は、磁界上にベースを
置き、
　前記遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）には少なくとも１つのプログラム・コード
（ＳN）がロードされ、ロードされたプログラム・コードは、前記遠隔プログラミング・
ユニット（ＵＲ）のデータ送信装置（ＴUR）によって、前記屋内電気器具（ＥN）のリプ
ログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）を含む処理ユニット（ＵＰ）のデータ受信装置（ＲUP

）に送信されることを特徴とする屋内電気器具用プログラミング・システム。
【請求項２】
　前記データ受信装置（ＲUP）が、磁界（１１）に感応する受動回路と、信号（２３４）
を処理する能動回路と、を有し、
　信号（２３４）を処理する前記能動回路が、磁界（１１）に感応する前記受動回路によ
って供給される電気信号を、前記処理ユニット（ＵＰ）のリプログラム可能なプロセッサ
（ＰＲ）に適合可能な電気信号に変換することを特徴とする、請求項１に記載の屋内電気
器具用プログラミング・システム。
【請求項３】
　磁界（１１）に感応する前記受動回路が、共振するインダクターコンデンサ接続形態を
含むことを特徴とする、請求項２に記載の屋内電気器具用プログラミング・システム。
【請求項４】
　信号（２３４）を処理する前記能動回路が、エミッタ共通配置（１２）内の増幅段階、
整流処理およびフィルタ処理の段階（１３）、および電圧レベルの均等化段階（１４）を
備えることを特徴とする、請求項２に記載の屋内電気器具用プログラミング・システム。
【請求項５】
　磁界（１１）に感応する前記受動回路が、低周波に同調するように構成されていること
を特徴とする、請求項３に記載の屋内電気器具用プログラミング・システム。
【請求項６】
　磁界（１１）に感応する前記受動回路が、１ｋＨｚから５３０ｋＨｚの周波数レンジに
同調するように構成されていることを特徴とする、請求項５に記載の屋内電気器具用プロ
グラミング・システム。
【請求項７】
　信号（２３４）を処理する前記能動回路が、低増幅ゲインを有するように構成されてい
ることを特徴とする、請求項４に記載の屋内電気器具用プログラミング・システム。
【請求項８】
　信号（２３４）を処理する前記能動回路が、１０から２０の範囲内の増幅ゲインを有す
るように構成されていることを特徴とする、請求項７に記載の屋内電気器具用プログラミ
ング・システム。
【請求項９】
　遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）と、屋内電気器具（ＥN）に組み込まれた処理
ユニット（ＵＰ）内に提供されるリプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）と、を備えるシ
ステムに適用可能な、プログラム可能な屋内電気器具の組立ラインをプログラミングする
方法であって、前記方法は、
　プログラム・コードのライブラリー（ＳLIB）から、少なくとも１つのプログラム・コ
ード（ＳN）を前記遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）にロードするステップと、
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　前記プログラム・コード（ＳN）のデータを、磁界を介して前記処理ユニット（ＵＰ）
のリプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）に、複数の屋内電気器具（ＥN）が前記遠隔プ
ログラミング・ユニット（ＵＲ）の前を通過するときに、送信するステップと、を含むこ
とを特徴とするプログラミング方法。
【請求項１０】
　前記処理ユニット（ＵＰ）のリプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）に、前記プログラ
ム・コード（ＳN）のデータを送信することが、低周波に同調する回路で実施されること
を特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記処理ユニット（ＵＰ）のリプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）に、前記プログラ
ム・コード（ＳN）のデータを送信することが、１ｋＨｚから５３０ｋＨｚの周波数レン
ジに同調する回路で実施されることを特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記処理ユニット（ＵＰ）のリプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）に、前記プログラ
ム・コード（ＳN）のデータを送信することが、低増幅ゲインで実施されることを特徴と
する、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記処理ユニット（ＵＰ）のリプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）に、前記プログラ
ム・コード（ＳN）のデータを送信することが、１０から２０の範囲内の増幅ゲインで実
施されることを特徴とする、請求項１２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、屋内電気器具用プログラミング・システムおよびプログラム可能な屋内電
気器具の組立ラインをプログラミングする方法に関連する。本願発明は、送信ユニットと
屋内電気器具内に組み込まれたリプログラム可能なプロセッサとの間で、物理的接続無し
で、プログラミングを発生させるシステムに、特に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　生産ライン内でのリプログラム可能なプロセッサのプログラミング、または電気器具が
使用中に置かれるフィルド内でのリプログラム可能なプロセッサのプログラミングは、プ
ログラミング設備内に存在する一連のニードル（needle）の物理的接触手段によって、現
在実行されている。上記プログラミング設備は、リプログラム可能なプロセッサを含む電
子回路の特定ポイントに接触する。
【０００３】
　別の技術は、プログラミング設備のコネクターと、リプログラム可能なプロセッサを含
む電子回路に置かれたコネクターとの間の物理的接触を含む。上記２つの技術は、プログ
ラミング設備と電子回路との間の物理的接続を必要とする不都合を有している。
【０００４】
　第３の技術は、一連の機械的選択装置内の設定を手作業で選択することを含む。例えば
、上記機械的選択装置とは、電子コントロール内に置かれた抵抗またはディップ・スイッ
チである。この手順は、設定を行うオペレータと機械的選択装置との間で、物理的接触を
必要とするから不都合である。
【０００５】
　後半に述べた２つの技術において、通常、上記物理的接触は、電子回路にアクセスでき
るようにするために、ねじの除去および機械的ロックの解除、プラスチック部品の分解、
および接続部分の離脱を必要とし、大規模な生産プロセスを一層高価なものにし、生産プ
ロセスにおける品質をより低いものにする。
【０００６】
　代替となる技術は、従来からの予めプログラムされたプロセッサの使用であるが、それ
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自身の構成を変更できないという不都合がある。別の技術は、物理的接続無しで屋内装置
をプログラミングすることであり、たとえば赤外線または電磁波を使用する。このタイプ
の解決例は、刊行物ＥＰ１,５４４,８２７号の中に見られ、この刊行物は、屋内電気器具
用の集中型プログラミングの無線通信システムを開示している。しかしながら、開示され
たシステムは、生産ライン内で屋内電気器具をプログラミングすることを実施する可能性
を予測していないし、また磁界プログラミングの使用の可能性について先取りするもので
もない。従って、装置に影響する可能性がある電磁界の干渉妨害を、受けやすくなってい
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本願発明は、リプログラム可能なプロセッサをプログラミングするためのシステムおよ
び方法を対象として、データ送信装置が供給された少なくとも１つの遠隔プログラミング
・ユニットを有する電子コントロールと、データ受信装置が供給された屋内電気器具内に
置かれた一つのリプログラム可能なプロセッサと、を備える。上記データ送信装置および
上記データ受信装置は、磁界ベースの伝送手段を使用して、無線接続を介してプログラム
・コードを伝送する。
【０００８】
　屋内電気器具を生産するプロセスにおいて、組み込みプロセッサを含む電子コントロー
ルのタイプは、基本的に２つのタイプにすることが可能である。すなわち、固定プログラ
ムのタイプまたはリプログラム可能なタイプの２つである。
【０００９】
　固定プログラムの電子コントロールの場合、ある種の関連性を、屋内電気器具のモデル
と生産設備に適合可能な電子コントロールモデルとの間で確立させる必要がある。このよ
うな状況は、間違いおよび再処理を避けるために、高度な在庫管理を要求される不都合が
ある。
【００１０】
　リプログラム可能な電子コントロールの場合、この場合の状況は、２つのグループに分
割することが可能である。すなわち、プログラミング装置とプログラムされる設備との間
での物理的接触があるグループと、これらの装置間での物理的接触が無いグループとに分
割することが可能である。物理的接触があるグループの解決法は、一般的に、非効率的な
電子的接続を生じさせ、または操作者の作業によって生じる損害を起こさせる不都合を有
する。さらに状況によっては、上記解決法は、設備の一部の分解を必要とし、生産の品質
を低下させ、生産プロセスに負担をかけるような不都合を有することになる。
【００１１】
　一方、物理的接触の無いグループの解決法は、通常赤外線または電磁波によってなされ
る。赤外線技術は、プログラミング装置とプログラムされる設備との間での視覚的アクセ
スが必要とされる不都合がある。電磁波の使用にも、不都合になる可能性があり、その原
因は、データ送信に困難性を生じさせるまたは不適切なプログラミングを生じさせる可能
性がある干渉妨害の影響を受けやすいことだけでなく、高周波数で動作する電子部品が、
比較的高価なことである。
【００１２】
　本願で開示するシステムと方法は、低周波に同調する受信回路および低増幅ゲインの段
階を伴った磁界をベースとしたシステムと方法であり、上述の技術に見られるような不都
合を取り除くことになる。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　簡単で低価格の電子受信回路を使用する。したがって、この回路の使用により、大規模
なスケールで製作された各製作ユニットに追加することが可能となる。上記受信回路は、
共振するインダクターコンデンサ構造を有し、この構造体は、誘起された電圧を生成する
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磁界の存在を感知する。共振する周波数において、上記誘起電圧は、最大の増幅度を有す
る。エミッタ共通配置（common-emitter configuration）の増幅段階は、上記誘起電圧を
受信し、増幅し、整流回路およびフィルタ回路で使用できるようにする。フィルタ回路は
、高周波成分を除去する。最後に、電圧均等化段階が、上記の前段階で処理された誘起電
圧を受信し、プロセッサのデジタル入力に適した電圧値を生成する。
【００１４】
　本願発明の目的は、屋内電気器具をプログラミングするシステム手段によって達成され
、上記システムは、遠隔プログラミング・ユニットと、リプログラム可能なプロセッサを
含む屋内電気器具に組み込まれた処理ユニットとを具備する。上記遠隔プログラミング・
ユニットにはデータ送信装置が供給され、上記処理ユニットは、データ受信装置が供給さ
れたリプログラム可能なプロセッサを含む。上記データ送信装置および上記データ受信装
置は、磁界上にベースを置き、上記遠隔プログラミング・ユニットには少なくとも１つの
プログラム・コードがロードされる。ロードされたプログラム・コードは、上記遠隔プロ
グラミング・ユニットのデータ送信装置によって、上記屋内電気器具のリプログラム可能
なプロセッサを含む処理ユニットのデータ受信装置に送信される。
【００１５】
　更に、本願発明の目的は、プログラム可能な屋内電気器具の組立ラインをプログラミン
グする方法の手段によって達成され、当該方法は、遠隔プログラミング・ユニットと、屋
内電気器具に組み込まれた処理ユニット内に提供されるリプログラム可能なプロセッサと
、を備えるシステムに適用可能なことを特徴とする。上記方法は、プログラム・コードの
ライブラリーから、少なくとも１つのプログラム・コードを上記遠隔プログラミング・ユ
ニットにロードするステップと、ロードされたプログラム・コードのデータを、磁界を介
して上記処理ユニットのリプログラム可能なプロセッサに、複数の屋内電気器具が上記遠
隔プログラミング・ユニットの前を通過するときに、送信するステップと、を含む。
　本願発明は、図面に表された１つの実施態様に基づいて、さらに詳細に説明されること
になる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本願発明の一実施態様におけるデータ受信装置の電子回路を示す図である。
【図２】本願発明が対象とする生産ラインにおける屋内電気器具用プログラミング・シス
テムの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図１および図２に示すように、本願発明の対象である屋内用電気器具用プログラミング
・システムは、遠隔プログラミング・ユニットＵＲ、および屋内用電気器具ＥNに結合さ
れたリプログラム可能なプロセッサＰＲを備える。
【００１８】
　図２に示すように、遠隔プログラミング・ユニットＵＲには、データ送信装置ＴURが供
給されており、処理ユニットＵＰの各々は、データ受信装置ＲUPに接続された１つ以上の
リプログラム可能なプロセッサＰＲを含む。データ送信装置およびデータ受信装置（ＴUR

、ＲUP）は、磁界に基づいている。
【００１９】
　上記システムは、さらにライブラリーＳLIBを提供し、このライブラリーＳLIBは、各種
のプログラム・コードＳNを格納する。そして、プログラム・コードＳNは、遠隔プログラ
ミング・ユニットＵＲによって、データ送信装置およびデータ受信装置（ＴUR、ＲUP）を
介して、処理ユニットＵＰのリプログラム可能なプロセッサＰＲに送信することができる
。
【００２０】
　この意味において、ライブラリーＳLIB内の各種のプログラム・コードＳ1、Ｓ2、…、
ＳNの１つ以上が、たとえば遠隔プログラミング・ユニットＵＲにロードされることが可
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能である。遠隔プログラミング・ユニットＵＲは、ロードされたプログラム・コードを処
理ユニットＵＰのリプログラム可能なプロセッサＰＲに送信することができ、たとえば屋
内用電気器具の生産中、または当該生産の後であっても必要に応じてプログラム・コード
ＳNを更新するために、送信することができる。図２は、遠隔プログラミング・ユニット
ＵＲを適切な位置に置くだけで、屋内用電気器具Ｅ1，Ｅ2，Ｅ3，…、ＥNが、組立ライン
の段階においてプログラミング可能になることを図式的に説明している。
【００２１】
　データ送信装置およびデータ受信装置（ＴUR、ＲUP）の配置に関しては、これらの装置
は、磁界上に基づいている。このタイプの通信が本願発明にもたらす好都合な面を、図１
を見ながら考察すると、データ受信装置ＲUPの１つの実施態様が、磁界に感応する受動回
路１１と、信号を処理する能動回路２３４と、を有する接続形態（topology）を提供する
ことである。そして、信号を処理する能動回路２３４は、磁界に感応する受動回路１１に
よって供給される電気信号を、上記処理ユニットＵＰのリプログラム可能なプロセッサＰ
Ｒに適合可能な電気信号に変換することを分担する。
【００２２】
　磁界に感応する受動回路１１は、インダクタＬ1およびコンデンサＣ1からなる、共振す
るインダクターコンデンサ接続形態を備える。この接続形態は、低周波に同調するように
構成され、一層好ましくは１ｋＨｚから５３０ｋＨｚの周波数レンジに同調するように構
成される。
【００２３】
　データ受信装置ＲUP内の磁界に感応する回路１１による同調は、本願発明において、と
りわけ有利となる。何故なら、磁界は、下記比率で強度が急速に減衰する特性を有してい
るからである。
　　　　　　　　　　　　　減衰＝１／ｄ3

【００２４】
　従って、データ受信装置ＲUP内の磁界に感応する回路１１は、最大で１０ｃｍまで典型
的な感応性を有し、電磁波の影響に対して抵抗として作用する。何故なら、電磁波は、よ
り高い周波数レンジにおいて作動するからである。そのことを考慮して、低周波の電磁波
に同調させるためには、アンテナを数キロメートルのサイズにすることが必要となり、現
実として不可能である。
【００２５】
　信号を処理するための能動的回路２３４は、トランジスターＱ1、抵抗Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、
およびＲ4、およびコンデンサＣ3からなるエミッタ共通配置１２内の増幅段階と、データ
受信装置ＲUP内で読み込まれた信号をＤＣレベルに変換し高周波数成分をさらに遮断する
ための、ダイオードＤ1、抵抗Ｒ5、およびコンデンサＣ4からなる整流処理およびフィル
タ処理の段階１３と、トランジスターＱ2、およびトランジスターＱ2の遮断および飽和に
協働するように配置された抵抗Ｒ6およびＲ7からなる電圧レベルの均等化段階１４と、を
備える。この結果、上記能動的回路から、処理ユニットＵＰのリプログラム可能なプロセ
ッサＰＲ用の入力として、ロジック・レベルの１または０が得られる。
【００２６】
　さらに、信号を処理するための能動的回路２３４は、低増幅ゲインを有するように構成
するべきであり、好ましくは１０から２０までの範囲内の増幅ゲインを有するように構成
するべきである。
【００２７】
　本願発明のシステム内で提示される構成によって、本願発明の目的は達成される。何故
なら、引用した構成は、低価格システムを実現し、有線接続を除去し、ディップ・スイッ
チを使用し、電磁波による干渉妨害のリスクを除去し、そして生産ラインまたはその後に
おいても屋内用電気器具を効果的にプログラムすることができる。
【００２８】
　本願発明の対象システムをコントロールする手順に関して、特にプログラム可能な屋内
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電気器具の組立ラインをプログラミングする場合において、以下のステップを予見するべ
きである。そのステップとは、
　プログラム・コードＳNのライブラリーから、少なくとも１つのプログラム・コードＳN

を遠隔プログラミング・ユニットＵＲにローディングするステップと、
　複数の屋内用電気器具ＥNが、上記遠隔プログラミング・ユニットＵＲの前を通過する
ときに、磁界を介して上記プログラム・コードＳNのデータを処理ユニットＵＰのリプロ
グラム可能なプロセッサＰＲに送信するステップと、を含む。
【００２９】
　従って、大量の屋内用電気器具ＥNを、早急かつ安価な方法で、プログラムすることが
できる。
【００３０】
　更に、データ送信装置およびデータ受信装置（ＴUR、ＲUP）が、屋内用電気器具ＥNを
プログラムするだけでなく状態情報を受信するようになることを、予測することができる
。
【００３１】
　好ましい実施態様に関連して、本願発明の実施例を説明してきたが、本願発明の範囲は
、別の実施可能な変形例を含むことを理解するべきであり、添付の「特許請求の範囲」だ
けによって制限され、その中にも可能な等価な範囲が含まれることも理解するべきである
。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月23日(2014.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　製作プロセスにおける屋内電気器具用プログラミング・システムであって、
　遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）と、
　リプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）を含む屋内電気器具（ＥN）に組み込まれた処
理ユニット（ＵＰ）と、を具備し、
　前記遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）にはデータ送信装置（ＴUR）が設けられ、
前記処理ユニット（ＵＰ）は、データ受信装置（ＲUP）が設けられた前記リプログラム可
能なプロセッサ（ＰＲ）を含み、前記データ送信装置（ＴUR）は磁界によってデータを伝
送することのみに適合されており、前記データ受信装置（ＲUP）は前記磁界によって発生
する誘導電圧を検出することのみに適合されており、前記データ受信装置（ＲUP）は、１
ｋＨｚから５３０ｋＨｚの周波数レンジに同調する、磁界に感応する受動回路（１１）を
具備し、前記データ送信装置（ＴUR）と前記データ受信装置（ＲUP）との間の通信は単方
向で行なわれ、
　少なくとも１つのプログラム・コード（ＳN）が該遠隔プログラミング・ユニット（Ｕ
Ｒ）にロードされ、該プログラム・コードは、該遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）
の該データ送信装置（ＴUR）によって、該屋内電気器具（ＥN）の該リプログラム可能な
プロセッサ（ＰＲ）を含む該処理ユニット（ＵＰ）の該データ受信装置（ＲUP）に無線送
信され、該遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）は、その前を複数の屋内電気器具（Ｅ

N）が通過するときに、組立てラインにおいて該プログラム・コード（ＳN）を送信するよ
うに構成され、
　該データ受信装置（ＲＵＰ）は、更に、信号を処理する能動回路（２３４）を具備し、
信号を処理する該能動回路（２３４）は、磁界に感応する該受動回路（１１）によって供
給される電気信号を、該処理ユニット（ＵＰ）の該リプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ
）に適合可能な電気信号に変換する、
　ことを特徴とする屋内電気器具用プログラミング・システム。
【請求項２】
　磁界に感応する該受動回路（１１）が、共振するインダクタ－コンデンサ接続形態を含
むことを特徴とする、請求項１に記載の屋内電気器具用プログラミング・システム。
【請求項３】
　信号を処理する該能動回路（２３４）が、エミッタ共通配置内の増幅段階（１２）、整
流処理およびフィルタ処理の段階（１３）、および電圧レベルの均等化段階（１４）、を
具備することを特徴とする、請求項１に記載の屋内電気器具用プログラミング・システム
。
【請求項４】
　信号を処理する該能動回路（２３４）が、１０から２０の範囲内の増幅ゲインを有する
ように構成されていることを特徴とする、請求項３に記載の屋内電気器具用プログラミン
グ・システム。
【請求項５】
　組立ラインでプログラム可能な屋内電気器具をプログラミングする方法であって、
　前記方法は、遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）と、屋内電気器具（ＥＮ）に組み
込まれた処理ユニット（ＵＰ）内に設けられたリプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）と
、を具備するシステムに適用可能であり、前記方法は、
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　プログラム・コードのライブラリー（ＳＬＩＢ）から、少なくとも１つのプログラム・
コード（ＳＮ）を前記遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）にロードするステップであ
って、前記遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）が、磁界を介してデータを送信するこ
とのみに適合されている、ステップと、
　前記プログラム・コード（ＳＮ）のデータを、該磁界を介して、前記処理ユニット（Ｕ
Ｐ）のリプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）に、複数の屋内電気器具（ＥＮ）が前記遠
隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）の前を通過するときに、単方向で送信するステップ
であって、該リプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）が、前記磁界によって発生する誘導
電圧を検出することのみに適合されている、ステップと、を含み、
　該処理ユニット（ＵＰ）の該リプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）への該プログラム
・コード（ＳＮ）のデータ送信は、１ｋＨｚから５３０ｋＨｚの周波数レンジに同調する
、磁界に感応する受動回路（１１）で実施され、
　該処理ユニット（ＵＰ）の該リプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）への該プログラム
・コード（ＳＮ）のデータ送信は、１０から２０の範囲内の増幅ゲインで実施される、
　ことを特徴とする方法。
【請求項６】
　製作プロセスにおける屋内電気器具用プログラミング・システムであって、
　遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）と、
　リプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）を含む屋内電気器具（ＥN）に組み込まれた処
理ユニット（ＵＰ）と、を具備し、
　該遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）にはデータ送信装置（ＴUR）が設けられ、該
データ送信装置（ＴUR）は磁界を介してデータを伝送することのみに適合されており、該
処理ユニット（ＵＰ）は、データ受信装置（ＲUP）が設けられた該リプログラム可能なプ
ロセッサ（ＰＲ）を含み、該データ受信装置（ＲUP）は前記磁界によって発生する誘導電
圧を検出することのみに適合されており、
　該データ送信装置（ＴUR）と該データ受信装置（ＲUP）とは磁界に基づいており、該デ
ータ送信装置（ＴUR）と該データ受信装置（ＲUP）との間の通信は単方向で行なわれ、
　少なくとも１つのプログラム・コード（ＳN）が該遠隔プログラミング・ユニット（Ｕ
Ｒ）にロードされ、該プログラム・コード（ＳN）は、該遠隔プログラミング・ユニット
（ＵＲ）の該データ送信装置（ＴUR）によって、該屋内電気器具（ＥN）の該リプログラ
ム可能なプロセッサ（ＰＲ）を含む該処理ユニット（ＵＰ）の該データ受信装置（ＲUP）
に無線送信され、該遠隔プログラミング・ユニット（ＵＲ）は、その前を複数の屋内電気
器具（ＥN）が通過するときに、組立てラインにおいてプログラム・コード（ＳN）を送信
するように構成され、
　該システムは、更に、該データ受信装置（ＲUP）が、電磁波に感応せずに磁界に感応す
る受動回路（１１）と信号を処理する能動回路（２３４）とを具備し、
　信号を処理する該能動回路（２３４）は、磁界に感応する該受動回路（１１）によって
供給される電気信号を、該処理ユニット（ＵＰ）の該リプログラム可能なプロセッサ（Ｐ
Ｒ）に適合可能な電気信号に変換し、磁界に感応する該受動回路（１１）は、１ｋＨｚか
ら５３０ｋＨｚの周波数レンジとなるように構成され、
　該処理ユニット（ＵＰ）の該リプログラム可能なプロセッサ（ＰＲ）への該プログラム
・コード（ＳＮ）のデータ送信は、１０から２０の範囲内の増幅ゲインで実施される、
　ことを特徴とする屋内電気器具用プログラミング・システム。
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